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磁石の魅力  
宮城県亘理郡亘理町立亘理小学校 吉村 安裕  

 
１ はじめに 「じしゃくっておもしろい」  
 学習指導要領の目標および内容には，  
磁石の性質  
 磁石に付く物や磁石の働きを調べ，磁  
石の性質についての考えをもつことがで  
きるようにする。   
ア 物には，磁石に引き付けられる物と 

引き付けられない物があること。また， 

磁石に引き付けられる物には，磁石に 

付けると磁石になる物があること。  
イ 磁石の異極は引き合い，同極は退け  
 合うこと。  

とある。  
 私自身，磁石の不思議さについて，大人に

なってから知ったことがたくさんあった。

（後述，ファラデーの実験）そういった磁石

の魅力やおもしろさを伝えたいと思い，子供

たちが興味を持ちそうな学習を行おうと試み

た。  
 
２ 研究のねらい  
「もっと知りたい！」を目指して  
 子供たちが興味関心を持って，「磁石」の

学習に取り組み，学習が終了したときに，「磁

石の勉強が楽しかった！」「もっともっと磁

石の事が知りたい！」と思ってくれるような

授業の実践を行う。  
 
３ 研究の方法と内容  
（１）教材研究を深める  
 以前に読んだ「磁石の魅力」「反磁性体と

常磁性体の新実験」という本から，ファラデ

ーは，「全ての物は  
 ア）強磁性体（磁石に強く付く物）  
 イ）常磁性体（強力な磁石を使うとすいよ 

 せられる物）  
 ウ）反磁性体（磁石から逃げて行く物）の  
  ３つに分けられる」ということを，実験 

 を通して明らかにし，定義したことが分 

 かった。  
  例としては，  
 ア）強磁性体の例  
   ・鉄，コバルト，ニッケル  
 イ）常磁性体の例  
   ・一万円札，シャープペンの芯（メー 

  カーによる），あるメーカーの鉛筆の 

  緑色塗料部分等  
 ウ）反磁性体の例  
   ・水，石墨等（キュウリの切れ端等で 

  実験をすると逃げて行く。キュウリの 

  ９０％以上は水分）。  
 というものがあげられる。  
 
（２）具体的な内容  
 ①「磁石につくもの」の学習では，「強磁 

 性体」である鉄の他にニッケルやコバル 

 トを用意する。磁石に強く引き付けられ 

 る物はその３つであることを実験で理解 

 させる。  
  ＜実験材料＞  
  ・昔の５０円玉（ニッケル硬貨）※１  
  ・コバルト片 ※２  
  ・元素の周期表※３  
 ②「極の性質」の部分では，磁石を切った 

 り，割ったりして，その割れた部分の極 

 がどうなるかを考えさせる。  
  ＜実験材料＞  
  ・割ってもよい磁石（教材で購入した物 

  で十分である）。  
 ③「地球は磁石」の話でまとめる  
   まとめの段階では，地球全体が磁石に 

 なっていることを発見したギルバート博 

 士の話を入れ，磁石は天然の石から産ま 

 れたことも紹介する。地球が大きな磁石 

 と理解することで，自由に動けるように 

 した磁石のＮ極が北を向いて止まる理由 

 が分かる。また天然の石に磁鉄鉱が含ま 

 れていることを実感させるために，ネオ 

 ジム磁石を使って，磁石にくっつく石を 

 探す時間を設ける。  
  ＜実験材料＞  
  ・磁鉄鉱（そのままでも鉄を引きつける 

  もの）※４  
  ・ネオジム磁石※５  

 
※１昭和中期に使われたニッケル硬貨（50 
  円玉）はネットでも注文できる。磁石 

  に強くくっつく。  
※２コバルト片（あると良い）  
※３周期表を見てみると，鉄・コバルト・ニ 
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 ッケルの３つは元素順に並んでいる。な 

 にか秘密があるのではないか？と考える 

 子も出てきた。  
  ・「スイヘイリーベ～魔法の呪文」（か 

 っきー＆アッシュポテト： fiyng DOG） 

 の歌を歌えると，『鉄・コバルト・ニッ 

 ケル』の順番も歌って納得できる。  
※４磁鉄鉱：ネットショップで買えるが，値 

 が張ることもある。ただし，ただの石の 

 かたまり（に見えるもの）が鉄釘などを 

 すいつけるのは子供たちにとっても，大 

 人にとっても新鮮で，目から鱗になるの 

 ではないかと思う。  
※５ネオジム磁石：ネット通販。最近はだい 

 ぶ安く手に入れられる。  
   そのへんの石がネオジム磁石に強くく 

 っついてくるので，ただの小石が子供た 

 ちの宝物になってしまう。  
 

４ 成果と課題  
＜成果＞  
 ①「磁石につくもの」から，  
 教科書では鉄（コラムでニッケルを扱う）

中心の扱い方だが，鉄以外にも磁石にすいつ

く物質があると分かると，「もしかしたら他

にも？」という子供たちの発想力や多様な考

え方が見えてきた。  
「これ以外の物質でも磁石に引き付けられる

ものがあるか？」と考える子供は，間違った

考えをしているわけではない（常磁性体の考

え方）。そう考えると，目の前の子供たちが

小さな科学者達に見えてくる。それだけでも

すでにプラスの評価ができる。「あの子，教

室では落ち着かなくて，私を困らせてばっか

りだけど，磁石の勉強ではいいこといっぱい

言うんだよなぁ・・・」と教師が感じられた

だけでも今後の指導に役立った。  
 ②「極の性質」から，  
 Ｕ字型磁石や棒磁石は極のところ以外は鉄

をひきつけない。しかし，その磁石を割ると，

割れたところが磁石の極になってしまう。子

供たちにとっては「なんでだろう？」と不思

議感がいっぱいだった。授業後の感想では，

このことが「新しい発見になった」「おどろ

いた」と書いていた児童がたくさんいた。  
 ③「地球は磁石」の話から，  
「地球は磁石」ということを発見したギルバ

ート博士（医者）が，「もしかしたら地球が

磁石を引っぱっている？」という仮説を立て

て，実験で解き明かした話をした。子供たち

は興味を持って聞いてくれた。また，磁鉄鉱

にも興味津々だった。ただの黒い石が鉄を引

きつけるのは，やはり驚いた様子だった。  
 子供たちが駐車場で見つけてきたネオジム

磁石にすいつく石（磁鉄鉱入りの石）でも，

小さい小さい釘を引きつける物があった。そ

んな石を見つけた子はみんなのあこがれの

的，「いいな～，どこで見つけたの？」と質

問攻めにあっていた。また，「黒い石の方が

磁石によくすいついてくる！」ということを

発見した子もいた。  
 
＜課題＞  
「子供たちが興味関心を持って楽しく学んで

ほしい」と思って，いろいろと道具をそろえ

ると，そろえた分だけの反応が大きく返って

くる。「聞くのと見るとでは大違い」。しか

し，そのために，事前に教材費を予算化して

おく必要があると感じた。  
 
５ 終わりに 楽しく学ぶと心に残る  
 子供たちの感想から。（抜粋）  
・一番おもしろかった問題は，「じしゃくを 

わったら，われたところはどうなるか」の 問

題です。一番おもしろかったお話はギル バ

ートはかせのお話です。地球じたいがじ し

ゃくとは思いませんでした。  
・一番楽しかったのは，Ｕ字型じしゃくを２ 

つにわった問題でした。わたしはおれたと 

ころはくっつかないと予想したけど，答え 

はまっさきにハズレ。おれたところは２つ 

ともじしゃくというけっかになりました。 

じしゃくのべんきょうも楽しかったです。  
・とくにおもしろかったのは，つかなかった 

ところが折るとくぎを引きつけるのがびっ 

くりしました。  
・一番おもしろかったのは，ネオジムじしゃ 

くです。じてっこうの石をとれるからおも 

しろかったです。じしゃくのべんきょうが 

おわったので，ちがう理科が楽しみです。  
 
 こうした感想から，たくさんの児童が磁石

に興味を持ち，楽しく学べたことが分かった。 
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